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「
み
ん
な
の
学
校
」
が

示
唆
し
て
い
る
こ
と

代
表
理
事

lll

］蝙

弘

実

「大
阪
市
大
空
小
学
校
」
の
実
践

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
み
ん
な
の
学
校
」
が
、
日
本
全
体
に
感
動

の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
．
こ
の
映
画
は
、
大
阪
市
立
大
空
小
学
校
の
実
践

記
録
で
す
．
木
村
泰
子
初
代
校
長
は

「
『み
ん
な
の
学
校
』
が
教
え
て
く

れ
た
こ
と
ヽ
学
び
合

い
と
育
ち
合

い
を
見
届
け
た
躙
目
」
の
著
書
で
、
学

校
設
立
か
ら
の
歩
み
を
綴

っ
て
い
ま
す
．
そ
の
中
で
、
「
み
ん
な
の
学
校
」

と
は
、

「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
ら
し
く
あ
り
の
ま
ま
に
、
学

び
合

い
育
ち
合
う
学
校
で
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
．

「県
民
運
動
」
の
原
点
に
立
ち
返
る

一
方
新
潟
県
で
は
、
昨
年
末
か
ら
い
じ
め
事
案
が
、
小
　
中

・
高
と
全

国

ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
、
そ
の
状
況
に
心
を
痛
め
て
い
る
多
く
の
人
が

い
ま
す
．
本
県
で
は

「
い
じ
め
根
絶
県
民
運
動
」
以
来
十
年
に
渡

っ
て
、

全
国
に
も
例
を
み
な
い
県
民
総
ぐ
る
み
の
い
じ
め
防
止
運
動
が
県
全
体
、

各
地
域
、
各
学
校
で
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
．
「
何
の
た
め
の
運
動
な
の

か
ぃ
」
と

い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
学
校
づ
く
り

。
人
間
関
係
づ
く
り
の

在
り
方
を
含
め
、
運
動
そ
の
も
の
を
見
直
す
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人

「新
潟
教
育
会
」
の
役
割

本
会
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
後
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
夏
季
大
学
講

座
や
教
育
相
談
研
修
会
、
教
師
カ
ア
ッ
プ
講
座
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
過
去
四
十
年
間
に
渡
り
事
業
を
継

続
発
展
さ
せ
、
本
県
教
育
の
振
興
の
た
め
に
ひ
た
む
き
に
努
力
し
て
き
た

教
職
員
の
皆
様
に
、
進
む
べ
き
指
針
と
方
向
性
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

前
述
の
本
村
泰
子
さ
ん
の
著
書
に

「教
師
は
、
教
え
る
専
門
家
か
ら
学

び
の
専
門
家
に
」
「
教
員
が
教
員
の
ま
ま
で
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
限
り
、

子
ど
も
の
た
め
と

い
う
前
提
を
忘
れ
、
先
生
と
し
て
の
仕
事
に
終
始
し
て

し
ま
う
と

い
う
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
」
と
の

一
節
が
あ
り
ま
す
。

米
踏
の
時
代
の
中
で
、
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
を

育
む
た
め
に
は
、
モ
デ
ル
と
な
る
教
職
員
が
、
主
体
的
学
び
を
深
め
、
謙

虚
に
自
ら
の
在
り
方
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
ぶ

「学
び
の

専
門
家
」
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
新
潟
教
育
会
の
各
種
研
修
会

を
、
学
び
の
機
会

・
教
職
の
省
察
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。
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夏
季
大
学
講
座

教
師
や
社
会
人
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
機

会
と
す
る
た
め
に
、
教
育
に
関
す
る
原
理
的
研

究
や
教
育
諜
題
解
決
の
方
策
及
び
社
会
問
題
等

に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
た
．

○
講
師
　
佐
藤
　
仲

（サ
ト
シ
ン
）
様

（絵
本
作
家
）

○
演
題

　

「
お
話
で
寄
り
添
う
、
心
と
心
」

・
期
　
日
　
８
月
６
日

（土
）

・
会
　
場
　
朱
鷺
メ
ッ
セ
　
マ
リ
ン
ホ
ー
ル

・
参
加
者
　
約

５４０
人

〈受
講
者
の
声
〉

特
に
印
象
に
残

っ
た
の
は
、

『わ
た
し
は
あ

●
●
■
　
一一　
か
ね
こ
』
と
い
う
絵
本
に
込
め
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ

つ
た
．

自
猫
と
黒
猫
か
ら
生
ま
れ
た
赤

猫
は
認
め
ら
れ
ず
、
親
や
兄
弟
か

ら
自
か
黒
の
毛
並
み
に
な
る
よ
う

に
様
々
言
わ
れ
る
。
赤
猫
は

「私

い
し
さ
を
わ
か

っ
て
く
れ
な
い
の

は
悲
し
い
」
と
家
出
す
る
が
、
赤

色
の
毛
並
み
を
認
め
る
青
猫
に
出

〈
ム
い
、　
二
十

せ
に
な
る

と
い
つヽ
物
一

語
で
あ
る
。

子
供
の

カ

ラ

ー

を

尊
重
し
、

成
長
を
支

え
る
こ
と

の
大
切
さ

を
再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
．

回劉
教
育
相
談
研
修
会

子
ど
も
の
問
題
行
動
を
解
決
し
、
解
消
す
る

た
め
に
信
頼
関
係
の
確
立
や
子
ど
も
理
解
の
力

量
を
高
め
る
た
め
の
研
修
講
座
を
実
施
し
た
。

・
期
　
目
　
８
月
１８
日

（本
）、

２０
日

（土
）

・
会
　
場
　
じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

・
参
加
者
　
１８
人

〈受
講
生
の
声
〉

「話
し
手
が
主
役
で
あ
り
、
話
し
手
を
中
心

の
か
、
何
を
感
じ
何

一一難
議

を
求
め
て
い
る
の
か

分
か
ろ
う
と
聴
く
こ

と
」
こ
の
一
百
〔を
心

に
留
め
、
話
を

「聴

く
」
こ
と
が
で
き
る

保
護
者
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

・
期
　
日
　
９
月
４
日

（日
）

。
会
　
場
　
新
潟
教
育
会
館

・
参
加
者
　
７
人

〈参
加
者
の
声
〉

「子
ど
も
の
話
の
聴
き
方
」
で
す
が
、
聴
い
て

い
る
よ
う
で
私
自
身
聴
い
て
い
な
い
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
子
ど
も
が
あ
り
の
ま
ま
感
情
を

素
直
に
出
せ
る
環
境
作
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
ｃ

）

教
師
カ
ア
ッ
プ
講
座
　
　
　
　
　
　
一　
第
２。
回

教

美

展

具
体
的
な
指
導
方
法
を
学
ぶ
た
め
の
２
講
座
　
一

を
実
施
し
た
。

○
第
１
講
座

「
早
期
療
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
」

～
保
育
園
と
療
育
教
室
の
連
携
及
び

小
学
校
入
学
時
の
連
携
ヽ

講
師

鈴
木
　
成
実
様

エ
ン
ジ

ェ
ル
保
育
園
園
長

○
第
２
講
座

「
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に

ど
う
取
り
組
む
か
」

～

クわ
く
わ
く
す
る
ク
学
び
を
目
指
し
て
～

講
師

岩
崎
　
保
之
様

新
潟
青
陵
大
学
教
授

。
期
　
日

７
月
２６
日

（日
）

・
〈
ム
　
　
担物

新
潟
教
育
会
館

・
参
加
者

延
べ
３４
人

〈受
講
生
の
感
想
〉

▼
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
よ
く
わ
か

っ
た
。
現
場
で

は
ち
が

っ
た
受
け
止
め
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う

に
思

っ
た
。
実
践
も
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
今
後
勤
務
校
で
実
践
し
て
い
き
た
い
。
職
員

会
議
等

に
も
生
か
し

た

い
．

▼
対
話

に
な
か
な
か

な
ら
な

い
．
グ
ル
ー

プ

の
話
し
合

い
の
収

束

の
仕
方
は
ど
う
し

た
ら

い
い
の
か
等
悩

み
が
あ
り
ま
し
た
．

本
講
座

で
た
く
さ
ん

の
ヒ
ン
ト
を

い
た
だ

き
ま
し
た
。

教
職
員

（退
職
教
員
を
含
む
）
等
に
美
術
作

品
の
発
表
と
鑑
賞

・
技
術
向
上
の
機
会
と
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
鑑
賞
者
に
生
涯

学
習
や
、
豊
か
な
心
の
教
育
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
美
術
展
覧
会
を
実
施
し
た
。

２０
回
目
の
開
催
に
ち
な
み
、
「
２０
年
の
歩
み
」

を
特
設

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
。

Ｏ
出
品
部
門
及
び
出
品
数

（点
）

日
本
画

（５
）

洋
　
画

（５５
）

版
　
画

（３
）

彫
　
塑

（４
）

工
　
一云

（１４
γ

圭
［　
道

（２０
）

写
　
亘
（
（２０
）

○
出
品
総
数
　
１２‐
点

○
入
場
者
数
　
８７８
人

・
期
間
　
１１
月
２
日

（水
）

・
作
品
鑑
賞

・
解
説
会
、

～
１１
月
７
Ｈ

（月
）

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ーー
月
５
日

（土
）

・
会
　
場
　
新
潟
県
民
会
館（ギ

ャ
ラ
リ
Ｉ
Ａ
）

〈入
場
者
の
声
〉

▼
絵
画
、
版
画
、
彫
塑
、
工
芸
、
書
道
等
が

一

度
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
い
。

▼
お
名
前
が
知
れ
渡

つ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
先

生
方
の
作
品
を
拝
見
し
な
が
ら
、
お
元
気
で
ご

活
躍
の
様
子
を
思
い
描

い
て
い
ま
し
た
．　
一
方
、

私
の
近
く
に
お
ら
れ
た
先
生
方
が

一
年

一
年
作

風
に
変
化
を
感
じ
、
素
人
な
り
に
感
動
し
て
い

‐

一

欲

儡

鰊

扮

一鋏
一

一一一一一漑一一一一一一一一一

よ
う
に
実
践
を

つ
ん

で
い
き
た

い
と
思

い

ま
す
。

lm
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昭
和
４７
年
以
降
本
年
度
ま
で
、

●
●
・　
●
一　
助
成
し
た
学
校

（学
級
）
は
、

３５７

一
一　
●
■
・
校

（学
級
）
に
及
ん
で
い
る
．

教
育
資
料
室
の
運
営

現
存
資
料
で
今
後
も
資
料
室
に
保
存
す
る
も

の
を
０
～
①
の
よ
う
に
定
め
、
現
在
は
、　
理
工

き
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
作
業
」
を
行

っ
て
い
ま
す
．

０
教
育
会
の
設
立
、
実
施
事
業
や
運
営
等
の

資
料
及
び
教
育
会
に
か
か
る
資
料

●
教
育
史
上
の
貴
重
な
資
料

０
教
育
関
係
諸
機
関
の
記
念
誌
や
名
簿
な
ど

０
県
内
の
師
範
学
校
に
か
か
わ
る
資
料

今
後
、

「新
規
配
架
」
や

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
作
成
」
を
行
う
予
定
で
す
．

な
お
、
収
集
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教

育
会
報
第
８２
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
供
さ
れ
た
資
料
の
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

・
選
考
委
員
会
　
　
９
月
２３
日

（金
）

理
事
会
で
決
定
　
１０
月
１５
日

（十
）

助
成
金
授
与
式
　
１１
月
１６
目

（水
）

資
料
選
定
委
員
会
（委
員
長
　
斎
藤
寿

一

を
設
定
し
て
い
ま
す
．

）

「教
育
研
究
論
文
集
第
２３
集
」
の
発
刊

県
内
の
小
　
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の

教
員
の
優
れ
た
研
究
実
践
や
研
究
成
果
を
広
く

紹
介
し
、
読
者
で
あ
る
教
職
員
の
研
究
意
欲
と

資
質

・
指
導
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
発
刊
し

た
．○

発
刊
　
平
成
２９
年
３
月

な
お
、
入
選
し
た
論
文
の
紹
介
は
４
頁
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

「教
育
調
査
報
告
書
第
フ
号
」
の
発
刊

様
々
な
教
育
課
題
に
つ
い
て
、
教
職
員
や
保

護
者
の
意
識
や
実
態
を
調
査
し
、
報
告
書
の
発

刊
を
通
し
て
、
現
状
と
改
善
の
方
法
を
提
言
す

る
ｃ
本
年
度
は
、
内
容
や
調
査
方
法
を
検
討
し

た
．
発
刊
は
、
来
年
度
と
な
る
。

教
育
会
館
の
活
用

新
潟
教
育
会
館
の
研
修
室
、
資
料
室
を
教
育

研
究
団
体
や
要
請
の
あ

っ
た
団
体
に
貸
与
し
、

施
設
の
活
用
を
図

っ
た
。

使
用
団
体
　
延
べ
　
３
１
１
団
体

・
使
用
者
　
　
延
べ
　
６
、
８
６
６
人

教
育
情
報
の
発
信

有
意
で
適
時
性
の
あ
る
教
育
諸
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
広
報
誌
で
発
信
し
た
。

※

「教
育
会
報
」
（年
３
回
）
「教
育
研
究
所

所
報
」
（年
３
回
）
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
「要

覧
」
等

特
別
支
援
教
育
の
助
成

県
内
小

・
中
学
校
の
特
別
支
援

学
級
、
特
別
支
援
教
育
諸
学
校
（学

級
）
及
び
特
別
支
援
教
育
の
教
室

の
６
校

（級
、
室
）
に
、
各
５
万

円
を
助
成
し
た
。

〈助
成
校
〉

○
上
越
市

○
柏
崎
市

Ｏ
新
潟
市

Ｏ
燕
　
市

○
阿
賀
野
市

○
新
潟
市

春
日
新
田
小
学
校

荒
浜
小
学
校

味
方
小
学
校

吉
田
中
学
校

水
原
中
学
校

新
津
第
二
中
学
校

郎
氏
）
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〈平
成
２８
年
〉

４
月
１５
日
自

４
月
１９
口
関

４
月
２４
日
□

５
月
１４
日
田

６
月
３
日
０

６
月
１３
日
Ⅲ

６
月
１７
日
０

６
月
２５
日
田

７
月
６
日
因

７
月
１６
日
田

９
月
３
日
田

９
月
７
目
的

９
月
１０
回
山

９
月
２３
口
０

１０
月
５
日
因

１０
月
１５
日
田

１０
月
２６
日
的

１０
月
２８
目
０

Ｈ
月
１０
日
田

Ｈ
月
１８
日
０

‐２
月
３
日
間

‐２
月
７
日
的

‐２
月
２‐
日
的

〈平
成
２９
年
〉

２
月
８
日
山

２
月
２５
日
田

第
２
同
小
委
員
会

３
月
１１
回
田
　
第
４
回
理
事
会
、

第
２
回
評
議
員
会

３
月
１５
口
因
　
第
７
回
連
絡
会

３
月
２４
日
０
　
資
料
選
定
委
員
会

第
１
回
連
絡
会

会
計
監
査
会

第
１
回
理
事
会

第
１
回
評
議
員
会

（定
時
評
議
員
会
）

第
２
回
理
事
会

事
業
案
内
、
刊
行
物
等
発
送

第
２
回
連
絡
会

「
冊
子
報
告
書
」
発
刊

「第
４２
回
教
育
相
談
研
修
会
」

実
行
委
員
会

資
料
選
定
委
員
会

「第
２０
回
教
美
展
」

第
１
回
実
行
委
員
会

「第
２０
回
教
美
展
」

第
１
回
小
委
員
会

第
３
回
連
絡
会

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
説
明
会

特
別
支
援
教
育
助
成
校

選
考
委
員
会

資
料
選
定
委
員
会

第
３
回
理
事
会

第
４
回
連
絡
会

資
料
選
定
委
員
会

研
究
論
文
審
杢
会

資
料
選
定
委
員
会

「第
２０
回
教
美
展
」

第
２
回
実
行
委
員
会

第
５
回
連
絡
会

資
料
選
定
委
員
会

第
６
回
連
絡
会

「第
２０
同
教
美
展
」
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現
職
の
皆
さ
ん
の
教
師
力
の
向
上
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、

２８
年

度
は
２６
件
の
要
請
に
対
し
て
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
派
遣
し
た
。
校
内
研
修
、
サ
ー
ク
ル

・
団

体
の
研
究
活
動
等
の
諸
活
動
に
対
す
る
派
遣
で

あ
る
。
現
在
、
当
研
究
所
に
登
録
し
て
い
る
教

育
ア
ド
バ
ー
ザ
ー
は
８９
人
で
あ
る
。
経
験
と
識

見
豊
か
な
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
大
い
に
活
用

願
い
た
い
。

月別派遣実績

4月 2
5月 0

6月 0
7月 3
8月 6

9月 3
10月 4
11月 2
112月 0
1月 3

21月 1

3月 2

派
遣
の
傾
向

◎
支
援
対
象

校
内
研
修
が
全
体
の
５
割
弱
を
占
め
た
。
昨

年
度
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。
校
内
研
修

に
お
け
る
講
演
や
授
業
研
究
の
指
導

・
助
言
が

主
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
団
体
で
の
講
演
も
多

い
。

◎
派
遣
依
頼
地
区

下
越
地
区
は
１９
件

（新
潟
市
は
１１
件
）
、
中

越
地
区
等
は
７
件
で
あ

っ
た
。
昨
年
度
に
比
べ

て
中
越
地
区
が
や
や
減
少
し
た
。
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
県
下
各
地
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を

ご
承
知
置
き
願
い
た
い
。

２８
年
度
版

「教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
リ
ス
ト
」

を
作
成
し
た
の
で
、
ご
覧
の
上
、
来
年
度
も
引

き
続
き
、
活
用
願
い
た
い
。

「え
ち
ご
の
教
育
　
創
刊
号
」

えヽ
ち
ご
の
会

「
平
成
２８
年
度
版
　
学
校
の
管
理
運
営
」

新
潟
県
教
育
関
係
法
令
研
究
会

「数
学
教
育
と
メ
タ
認
知
的
知
識
」星

野
　
将
直

「
Ｚ
⊂
ヨ
σ
①
ヽ
０
⊃
Ｑ
コ
∞
冥
Φ
　
第
７５
号
」

長
岡
算
数
教
育
を
語
る
会

「教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
入
門
」

特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ら
い
ず
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ

「写
真
絵
本

セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
の
チ
ビ
ス
ケ
物
語
」

阿
部
　
　
壮

は

　

一一一

覇

華
ぞ
■
ツ
幸
撥
　
　
て■
″

愛
ざ
八
勒
魏

「
こ
れ
で
で
き
る
わ
く
わ
く

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
」

に
い
が
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
授
業
研
究
会

軒■ 骰 繹
‐黎

ファシリ
テーシ爾ン

餞
鰊 難 黎 蝙 鰈

渕 難 螂 鼈 靱

鵡 赫 晰 選論

長岡市立|

■|'■ |1西 |

月ヽ1学1糠 :

小学校

自■語

一哲
●

一
一
一
一す

一
一
一
一
一
一
一
・

一欝
■

1長岡縫 .

1簿■●同|

1中|1学 1狡

中学校

数||1学 :

置講舞鶴露:繹瞑謬

]を[1:を11:言:|||||

ホ林|■1寿

E資野市立|

笹|●:神 |

中1学1狡 |

中学校 |

1理●科|
1湧零塀
撻誘襲魔書を醜費零

珈茂市立 |

力
『

■■茂 |

撼ヽ 1学1校 |

小学校

1歯■画

=■
作

尭董が鑑資|め 1籠力|を1発揮t
lを:嵩あ|る寝動 三美■|‐

■縣賞装|びJI‐「伝ぇ合い
|す活動]を通|して二

期

見直

一赫一『一赫一

4ヽ学校
体■育

1投力を1高めるための効果的な指導

|の推め|1方||| ‐|

||1新聞ステ|イ ラクを用‐いた授業実

1践 |を 1通して一 ‐ ‐

1新潟市立|

1葛 |■■塚 |

コ■学1校 |

1/Jヽ難

1総●合

小学校総合的な学習の時間におけ

る泊1己の1生き方を見つ―め考‐える.指

導の工夫|■■|‐ ||||■ 1■ ■■‐■

■ゲズ ,ドテ|ン |■チキ■|と ,の交流を

通し
'て

■■■|||■■■|■||■■‐|

裁潟市立

小1学:1狡 :種砂罹長匿|

一融一摯一戦一

一新
一
機

，
小
●

別
一
嵯
一
育
一

雑
一
黄
一
毅
一

踪飩釉[ン
|お

'す

る簸 を通|して■111111■

「３０
周
年
記
念
誌

『無
二
Ｌ
　
　
　
征
二̈
の
会

「研
究
紀
要
　
第
３９
集
」

新
大
教
育
学
部
附
属
特
別

本
号
は
、
本
年
度
の
会
務
及
び
事
業
の
報
告

を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
当
初
計

画
し
た
事
業
等
が
無
事
に
実
現
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
教
育
会
館
は
、
月
曜
日
を
除
く
、
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
館
し
て
お

り
ま
す
。
土

・
日
の
利
用
も
可
能
で
す
の
で
、

大
い
に
ご
利
用
下
さ
い
。

躙言


